
Terumo Group 
Code of Conduct
テ ル モ グ ル ー プ 行 動 規 範



2 Terumo Group Code of Conduct

テルモは、1921年の創業以来100余年、「医療を通じて社会に貢献する」という企業理念のもと、医療現場

に真摯に向き合うことで、患者さんや医療従事者をはじめ、多様なステークホルダーからの信頼を得てきまし

た。今日、テルモは世界160以上の国と地域でビジネスを展開しており、アソシエイト数も全世界で3万人を

超えています。これもひとえに皆さんが、誠実かつ倫理的な行動を積み重ねてきた結果です。

医療の進化・発展はとどまることがなく、課題やニーズはますます多様化しています。テルモがそのような変

化に的確に対応するためにも、迅速かつ柔軟に意思決定し、One Terumoの精神で事業を遂行していく必

要があります。これまで築き上げてきた伝統や強みを大切にしつつ、変えてはいけないもの、変えなくてはい

けないものを見極めながら、皆さんと共に未来に向かってチャレンジしていきます。

変えてはいけないものの一つが、「正しく行動する」ということです。

テルモがこれからも企業理念を実践し、信頼され選ばれる企業であり続けるためには、世界中のアソシエイト

が共通の価値観のもと、高い倫理観をもって正しく行動することが大切です。そのためテルモは、全アソシエ

イトの拠り所となるコアバリューズとともに、正しく行動するための道しるべとしてこの「テルモグループ行動

規範」を定めています。

私は、取締役・役員はもちろんのこと、全てのアソシエイトがこの行動規範を十分理解し、日々の活動におい

て遵守することを求めます。私も自ら行動規範を守るとともに、CEOとして、テルモの誰もが迷うことなく正

しい行動を選ぶ企業風土を醸成することを誓います。

テルモで 働くアソシエイトの 皆さん へ

テルモ株式会社　
代表取締役社長CEO
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テルモは、第一次世界大戦の影響で輸入が途絶えた体温計を国産化するために、

北里柴三郎博士をはじめとする医師らが発起人となり、1921 年に設立されました。

「学者は、高尚な研究で自己満足してはいけない。これを実際に応用して社会に 

貢献することこそ、本分である」これは、世界的な業績をあげた北里博士が生涯 

貫いたスピリッツであり、「医療を通じて社会に貢献する」というテルモの創業以来

の企業理念に通じるものです。北里博士のイノベーションと挑戦というスピリッツ

を受け継ぎ、患者さんのために、優れたイノベーションを医療現場に届けることが、

テルモの企業活動の原点です。

写真提供 学校法人北里研究所 北里柴三郎記念博物館
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企業理念

コアバリューズ

医療を通じて社会に貢献する

Respect（尊重） ̶ 他者の尊重
私たちは、アソシエイト、お客様、そしてビジネスパートナーに対して敬意と感謝の気持ちをもって
接します。多様な文化や個性を理解し、異なる意見や社会の声にも広く耳を傾け、自らの成長に繋げ
ていきます。

Integrity（誠実） ̶ 企業理念を胸に
私たちは、人々のいのちや健康に関わる企業のアソシエイトとして、常に、誠実に使命感をもって行動
します。日々努力し、全てのステークホルダーとの間に、確かな信頼を築いていきます。

Care（ケア） ̶ 患者さんへの想い
私たちは、自らの活動が、患者さんにつながっていることを常に忘れず行動します。医療に携わる人々
を深く理解することに努め、患者さんのより良い未来の実現をともに支えていきます。

Quality（品質） ̶ 優れた仕事へのこだわり
私たちは、安全と安心の医療を提供するために、常に現場視点で課題を捉え、解決策を見つけ出します。
製品品質のみならず、供給やサービスなど、全ての活動におけるクオリティーの向上を徹底的に追求し
ます。
 

Creativity（創造力） ̶ イノベーションの追求
私たちは、未来に挑戦する風土を大切にし、好奇心と情熱をもって取り組みます。医療現場のニーズを
的確に捉え、価値ある製品やサービスを最適なタイミングで届けていきます。

私たちは、医療の分野において価値ある商品とサービスを提供し、医療を支える人・受ける人双方の
信頼に応え、社会に貢献します。
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行動規範の役割と
私たちの基本姿勢

1
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正しいことをする
正しい決断をし、正しく行動することは、テルモの大切

な財産である信用を守り、テルモへの信頼を得ることに

つながります。正しい決断をし、正しく行動するために、

私たちは、常に適用法令、業界コード、社内規則を遵守

します。さらに、高い倫理観に従い、公正さ、正直さ、尊

敬と誠実さをもって行動します。この行動規範で明示的

に扱われていない状況に出会ったときは、これらの基本

に立ち戻り、良い判断をするよう努めます。

行動規範の役割
私たちは、テルモの企業理念の実践をめざして、コアバ

リューズにもとづき日々活動します。この行動規範は、

私たちが、日々の業務の中で、正しい決断をくだし、 

正しく行動するための道しるべです。

この行動規範は、働く場所や役職にかかわらず、テルモ

の全アソシエイトに適用されます。私たちは、この行動

規範を理解し、常にこの行動規範に従って業務を行いま

す。この行動規範を理解できないときは、質問し、助言

を求めます。

上司は部下のために、自らの行動で模範を示し、この 

行動規範の理解を助けます。また、部下を評価するとき

は、行動規範を遵守しているかを考慮します。

この行動規範において「私たち」「アソシエイト」は、テルモ

の全ての取締役、役員、従業員を意味します。

「テルモ」は、①テルモ株式会社、②その子会社、③テルモ

株式会社の代表取締役社長CEOとチーフリーガルオフィ

サーが連名で適用範囲に含めると決定した会社、を意味

します。

自分の選択や行動が正しいかどうか分
からないときは、次のとおり自問自答し
てみましょう。

1. �法令とこの行動規範に適合しているか？
2. �企業理念やコアバリューズに沿っているか？
3. �周りの人たち（たとえば、同僚や家族）が

そのことを知っても、気分よくいられるか？

もしも答えの中に１つでも「いいえ」や「わから
ない」があるときは、今とろうとしているその
選択や行動をやめて、考え直すべきです。そ
して必要であれば、上司や適切な部署にアド
バイスを求めてください。

行動規範の役割と私たちの基本姿勢
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利益相反
私たちは、テルモの利益と個人的な利益が相反する場

合には、常にテルモの利益のために行動します。個人的

な利益を優先し、それによって事業上の判断や行動を

歪めることはしません。そして、テルモの利益と個人的

利益のどちらかを選択しなければならない、という状況

を可能な限り避けます。

さらに、たとえ私たちの判断や行動が歪められないとし

ても、利益相反があるように見える状況も避けるよう 

努めます。なぜなら、アソシエイトどうしの信頼関係や

テルモの信用を損なう可能性があるためです。

このような状況が避けられないときは、その状況を上

司や適切な部署に報告したうえで、承認や助言を求め

ます。

利益相反の事例は多岐に渡りますが、代表的な事例には、以下のようなものがあります。

●	テルモの競合他社やビジネスパートナーへ出資や融資をすること。
●	アソシエイトもしくはその家族や友人が所有、出資、または経営している会社をテルモのビジネスパー
トナーとして選ぶこと。

●	テルモの競合他社やビジネスパートナーの役員、従業員、コンサルタント、またはアドバイザーに就任
すること、およびそのような立場で業務を行うこと。

●	テルモのビジネスパートナーやビジネスパートナー候補から、贈り物、ホスピタリティ、その他価値の
あるもの（有形物だけではなく無形物も含む）を個人的に受け取ること。

どういった事例が利益相反に該当しますか？

行動規範の役割と私たちの基本姿勢

A

Q
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◆�ロバの耳／�
テルモ・インテグリティ・ヘルプライン

ロバの耳やテルモ・インテグリティ・ヘルプラインは、違

反や違反の疑いを面と向かって報告することを不安に

感じる場合に、私たちの誰もがいつでも（24 時間 365 

日）利用できます。適用法令に従い、匿名で報告するこ

ともできます。

疑問・懸念の提起－スピーク・アップ
私たちが法令に違反したり、非倫理的な行動をすると、

テルモだけでなく、様々なステークホルダーが深刻な不

利益を受ける可能性があります。違法行為による制裁

を受ければ、テルモの信用は危機的な状況に陥る恐れ

があります。

よって私たちは、何が正しいかについて確信を持てない

ときや、この行動規範、適用法令、業界コード、社内規

則などの違反やその疑いに気づいたときは、積極的に

疑問や懸念を提起し、助言を求めます。誰かに違法な

行為、非倫理的な行為、また単に“正しくない”行為をす

るように求められた場合も同様です。

私たちは、上司、人事部、法務・コンプライアンス部門、

経営陣などに疑問や懸念を提起することができます。

私たちは、正直に、思ったままに疑問や懸念を伝えます。

うそをついたり、誇張したりしません。また他のアソシエ

イトが疑問や懸念を提起することを妨げません。

懸念を報告したいのですが、
報告したのは私だということ
は、秘密として守られますか？

テルモは、報告者が希望する場
合には、その身元を秘密にする
ために、最善の努力を尽くしま

す。報告者を特定する情報は、その報告の
取扱いや調査、または適切な是正措置や再
発防止に厳密に必要な範囲で、かつ適用
法令で許された限りにおいて、共有される
ことがあります。

テルモ・インテグリティ・ヘルプライン
www.terumointegrity.com

行動規範の役割と私たちの基本姿勢

A

Q
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疑問や懸念を提起しやすい環境づくり
私たちは、誰でも処罰や報復の恐れなく疑問や懸念を

提起できる環境を育みます。上司は、部下が疑問や懸

念を安心して相談できる職場をつくり、維持するよう努

めます。

上司は、寄せられた疑問や懸念に真摯に耳を傾け、部

下が適切な助言をタイムリーに得られるようにします。

提起された疑問や懸念に対応する立場にあるときは、

直ちに対応します。もしそのような立場にないときは、

適切な立場にある他の人に情報を提供し、対応を依頼

します。

結果的に疑問や懸念の内容が真実でなかったとしても、

疑問や懸念を提起・報告した人に対する報復は厳重に

禁じられています。

行動規範の役割と私たちの基本姿勢
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医療現場に
価値を届ける

2

14 Terumo Group Code of Conduct
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製品とサービスの品質
私たちは、世界中の患者さんと医療従事者のために、常

に価値ある均質な製品とサービスを提供することに徹

底して取り組みます。なかでも、テルモ製品を使う人々

の健康と安全を、あらゆる行動において優先します。

●	関連法規制の要求を満たす堅実な生産体制と品質管

理システムを確立、維持し、継続的に製品とサービス

の品質向上に取り組みます。また、日々の課題に対す

る最適な解決策を見つけるため、現場の視点から検

討します。

●	製品に関する苦情を社内規則に従って速やかに適切な

部署に報告し、必要に応じて是正予防策を講じます。

サプライチェーン
私たちは、医療をとめないために、価値ある均質な製品

を医療現場にタイムリーかつ安定的に提供するよう努

めます。そのために、ビジネスパートナーと共に強固で

信頼できるサプライチェーンを確立し、維持します。

安全性情報
私たちは、継続的に製造販売後調査を実施し、製品の

評価を行います。GVP (Good Vigilance Practice)

を含む適用法令と社内規則に従って、販売後の安全性

情報を収集、評価し、関連する規制当局に速やかに報

告します。

有害事象その他の安全性情報を認識した場合、社内規

則に従って速やかに適切な部署に報告します。また必

要に応じて是正策を講じます。

医療現場に価値を届ける

均質とはどういう意味でしょ
うか？

均質とは、次のような意味で
す。

●	いつも安全な製品を継続して供給し、
●	いつも同じ性能・機能を発揮する製品を

継続して供給し、
●	いつも同じユーザビリティを持つ製品を

継続して供給すること。

A

Q
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研究開発
医療現場の課題に取り組むために、私たちは研究開発

を通じてイノベーションと継続的な改善に取り組みま

す。その探求にあたり、私たちは、臨床研究、非臨床研

究を含む研究開発の全てのステージで高い倫理基準に

従います。

●	治験・臨床研究を行うにあたり、全ての被験者の自己

決定権、安全、尊厳、プライバシーその他の法的権利

を十分に尊重します。適用法令によって要求される 

インフォームドコンセントが全ての被験者から得られ

ていることを確認します。

●	治験・臨床研究の透明性を確保し、適用法令に従っ

て、医療従事者との関係を含む治験・臨床研究に関

連する情報を開示します。

●	GLP (Good Laboratory Practices) と GCP (Good

	 Clinical Practices)を含む適用法令と社内規則に

従って研究を行います。

●	研究結果に不適切な影響を与えるような行為を行い

ません。

●	研究開発活動を通して得られるデータの公正さと質

を維持します。

●	動物が関わる非臨床研究においては、「3R 原則」（代

	 替、縮小、改善）に加えた４番目の「R」（責任）を含

む、広く認められている倫理的な取扱い基準に従い

ます。

医療現場に価値を届ける

海外のアソシエイトに「現場」
という概念をどのように説明
すべきでしょうか？

本行動規範の冊子の外国語版
では、以下のとおり説明してい
ます。

「”Gemba（現場）”は日本の言葉です。製
品やサービスが実際に作られたり使われ
たりする場所、または問題や困難が発生し
た場所を表すのに、私たちは”gemba”と
いう言葉を使います。私たちは“gemba”
を訪れることで～直接観察し、第一線で働
く人や顧客とのやり取りを通じて～どこで
どのように価値が生み出されているか、ど
こでどのように重要なニーズや課題が存
在しているか、よってどこでどうすれば最
も適切な改善や解決ができるか、といった
情報や見識を集めることができます。」

A

Q
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3
医療従事者からの 
信頼を築く
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医療従事者との�
かかわりに関する原則
テルモは、製品や技術の研究・開発・評価などにおける

医療従事者とのかかわりを通じて、医療の発展に貢献

します。テルモは、製品の安全で有効な使用について 

医療従事者に説明し、トレーニングを行い、製品に関わ

るサービスと技術サポートを提供する責任を負っていま

す。また、医療従事者の科学的・医学的研究のサポー

ト、臨床スキルの向上や教育機会の確保のサポートに取

り組みます。

私たちは、これらの活動が私たちの医療従事者とのか

かわりの基本であることを忘れず、次の原則に従って行

動します。

●	常に誠実に業務を行い、医療従事者との利益相反や、

利益相反と受け取られる状態を避けます。

●	患者さんの治療に関する最善の方法を選択する医療

従事者の判断を尊重します。

●	患者さんの権利と安全を守るために、社会的にも 

倫理的にも責任あるビジネス慣行を実践します。

●	適用法令、業界コード、社内規則に従い、公正に、 

オープンに、かつ透明性をもって医療従事者とかかわ

ります。

正確で有用な情報の提供による�
プロモーション
私たちは、テルモの製品やサービスに関する、適切で誤

解を生じさせない情報を提供します。それによって、医

療従事者が患者さんにとって最善の判断をし、質の高

い医療を提供し、私たちの製品を安全に使用することが

可能になります。

私たちは、製品の意図された使用目的のためだけに、ま

た規制当局の承認の範囲内でのみ、私たちの製品を 

プロモーションします。プロモーション情報の内容は、

承認された製品情報と適合していなければなりません。

私たちが用いるプロモーション情報は、次の基準を満た

すようにします。

●	正確、明確、かつ公平で、理解しやすく、バランスが

とれ、受け手がその製品や技術の価値について評価

するために十分な内容を含んでいること。

●	関連するエビデンスの最新の評価に基づいているこ

と。

●	歪曲、誇張、不当な強調、省略、その他誤解を生むよ

うなものでないこと。

上記の基準を確実に守るために、私たちは、全ての製品

情報とプロモーション情報について、医療従事者に提

供する前に、社内の適切な部署による確認を受けます。

医療従事者からの信頼を築く

医療機関・研究機関や学会等
に対して研究や教育のための
寄付をすることは許されてい

るのでしょうか。

法令、業界コード、および社内
規則に従うかぎり、研究や教育
のための寄付をすることはでき

ます。ただし、営業担当者は、当該寄付を行
うことを決定したり、その決定をコントロー
ルしたり、その決定に不当に影響を与えた
りしてはいけません。

A

Q
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医療従事者からの信頼を築く

公正な取引
私たちは、不当な誘引によって医療従事者または医療

機関に影響を与えません。過去の取引への謝礼や将来

の取引の誘引として、不適切な支払いや利益の提供を

しません。

適切な業務委託
医療従事者に業務を委託するときは、適用法令、業界 

コード、社内規則に従い、その正当な事業上の必要性

の評価、医療従事者の客観的な選定、目標や成果物の

設定、公正な市場価格に基づいた報酬設定などを行い

ます。

透明性の確保
私たちは、適用法令、業界コード、社内規則に従い、医

療機関・医療従事者への支払いなどに関する情報を開

示します。また同様に、医療機関・医療従事者が、適用

法令に従って、テルモからの支払いなどを開示すること

を求めます。
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4
公正なビジネスを
推進する

22 Terumo Group Code of Conduct
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贈収賄と腐敗行為の禁止
私たちは、人の命に関わる仕事に携わっています。もし

医療従事者が贈収賄や腐敗行為に関われば、医療従事

者の専門的な判断が妨げられ、患者さんを危険にさら

すおそれがあります。私たちは、高潔さを保ち、信用を

傷つけることのないように、贈収賄と腐敗行為を、一切

許しません。

●	医療従事者、政府関係者その他の第三者に対し、直

接または他人を介して、不適切な金銭の支払いや便

宜の供与を行いません。そのような不適切な支払い

には、ファシリテーションペイメント（公務員の定型的

サービスを円滑にするために少額の金銭を支払うこ

と）も含まれます。

●	代理店やコンサルタントなど、私たちのために行動す

る第三者による不適切な支払いにより、私たちが適

用法令違反の責任を負う可能性があります。私たち

は、贈収賄と腐敗行為を一切許さない、というコミッ

トメントを共有するビジネスパートナーだけと取引し

ます。

ビジネスホスピタリティ
私たちは、ビジネスホスピタリティ（贈答、飲食、接待、

その他の価値の提供）にかかわる多様な文化を尊重し

ますが、それを不適切に利用してビジネスを獲得した

り、維持したりしません。医療従事者、医療機関、ビジ

ネスパートナー、政府関係者などとの関係は、職務に 

忠実なものでなければなりません。私たちは、そのよう

な関係に対して、ビジネスホスピタリティにより不当に

影響を与えてはなりません。

たとえ贈収賄や腐敗行為の意図がない場合であって

も、不適切に見えるビジネスホスピタリティは、事業に

損害を与え、テルモの信用を損ないます。ビジネスホス

ピタリティを提供または受領する場合は、次の全ての条

件を満たす必要があります。

●	華美過大でなく、頻繁ではなく、社交儀礼として認め

られている。

●	不適切、または受け取った側の判断や職務に不当に

影響を及ぼすと受けとめられない。

●	適用法令、業界コード、社内規則が守られている。

公正なビジネスを推進する

ファシリテーションペイメント
の具体例を教えてもらえます
でしょうか。

例えば、査証（ビザ）の申請や
製品の輸入通関を円滑に行う
ために、公務員等に対し、少額

の支払いを行う、というのが典型的な例
です。

A

Q



25Terumo Group Code of Conduct

娯楽の提供
私たちは、医療従事者、医療機関、政府関係者に対し

て、金額にかかわらず、コンサートチケット、ゴルフ、 

スポーツ観戦チケットなど、娯楽の支払いの申し出を行

いません。このような行為は、何らかの取引上のメリット

を得たことへの謝礼や、適用法令や業界コードに違反 

する支払いと受けとめられる可能性が高いからです。

公正なビジネスを推進する

いいえ。クルーズ船やゴルフ場のクラブハウス、その他娯楽施設としてよく知られている場所
は適切ではなく、利用するべきではありません。私たちは、教育や研修目的に照らしてふさわ
しい場所を選ぶべきです。

クルーズ船やゴルフ場のクラブハウスは医療従事者に対する教育イベントの実施場所
として適切でしょうか。

A

Q
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公正な競争
私たちは、常に公正に、他社と競争します。テルモが事

業を行っている国の競争法（独占禁止法を含む）を守り

ます。

●	私たちの製品・サービスの品質と価値について正しい

情報を提供します。

●	競合他社に対して不当に優位に立つために虚偽の情

報を利用したり、不利な情報を隠したり、競合他社の

秘密情報を不正に利用したりしません。

●	競合他社を誹謗中傷しません。

どのような行為が各国の独占禁止法において違法とされているのでしょうか。

最近参加した業界団体の会合で、競合他社の人たちが市場価格について協議してい
ました。そのうちの１人は、過去の一定の価格水準まで製品価格を戻す方法を提案し
ていました。この会合の次回の打ち合わせが間もなく開催されます。私はどうすべき

でしょうか？

どの国の法律が適用されるかによりますが、以下の行為は多くの国で原則違法とされて
います。

●	市場における製品販売価格（の維持）について競合他社と合意すること、更には競合他社と製品の価
格情報や原価などの情報を交換すること。

●	競合他社と合意のうえ、顧客を切り分けたり、営業対象地域を分けたりすること。
●	競合他社を市場から締め出したり、新規事業者の市場参入を妨害したりすること。
●	自社の代理店が第三者に販売する自社製品の価格を拘束すること。

その協議に参加してはいけません。競合企業の代表者が参加して行うそのような協議は、競
合企業どうしの価格合意として、違法行為とみなされる可能性があります。あなたは、その協
議に参加している人たちに対して、明確にそのような協議には参加できない、と意思表示を

したうえで、当該協議への参加を見送る必要があります。より詳細な対応については、法務・コンプライ
アンス部門に相談してください。

公正なビジネスを推進する

A

Q

A

Q
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ビジネスパートナーとの関係
私たちは、ビジネスパートナーと取引するとき、テルモ

全体の利益の観点から、ビジネスパートナーの製品と 

サービスの品質、実績、価格、評判、能力、適合性など

を考慮します。さらにビジネスパートナーの倫理的事項

に関する方針と活動、過去の行動など（反贈賄、人権の

尊重、地球環境負荷の低減などに関する行動履歴や評

判など）も考慮します。

ビジネスパートナーの不正行為は事業に損害を与え、 

テルモの信用を損なう可能性があります。したがって、

私たちは以下の原則に従います。

●	違法行為や不正な取引を行う目的でビジネスパート

ナーと取引しません。

●	ビジネスパートナーが違法行為や非倫理的な行為を

行うように誘導しません。これには、贈収賄、児童労

働、強制労働、危険な環境での業務、環境破壊など

が含まれます。

●	ビジネスパートナーの違法行為、非倫理的行為、それ

らの疑いがある行為を許しません。

私たちは、ビジネスパートナーがこの行動規範の関連す

る項目を尊重することを望みます。

公正なビジネスを推進する
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5
お互いを尊重し
個性を大切にする
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職場のダイバーシティ（多様性）と�
エクイティ（公平性）
私たちは、多様性を大切にします。職場における多様性

は、私たちの強さの基盤です。私たちは、採用や雇用の

維持、評価、昇進などの雇用に関する決定を、各自の実

績と資質（教育、スキル、経験など）に基づいて行いま

す。私たちは、偏見や障壁をなくし、適切なリソースを

提供することで、アソシエイトが公平に機会を与えられ

るように努めます。

インクルージョン（包摂性）
私たちは、アソシエイトひとり一人の個性を尊重し、各

人が積極的に自らのスキルや経験を生かして、テルモの

成長に貢献できる企業風土の醸成に取り組みます。

差別のない職場
私たちは、差別を許しません。私たちは、テルモで働く

全ての人が、その属性や立場によって不当に取り扱わ

れることのない職場をつくり維持します。そのような属

性や立場には、人種、宗教、信条、国籍、民族、年齢、性

別、ジェンダーアイデンティティ、性的指向、障がい、婚

姻状況、兵役資格や兵役歴その他の保護されるべき属

性や立場が含まれます。

ハラスメントのない職場
私たちは、パワーハラスメントやセクシャルハラスメント

などのハラスメント、不快な言動、攻撃的な言動など、

他のアソシエイトのモチベーションを低下させる不適切

な行為を許しません。

公正な労働慣行
私たちは、労働法令を遵守します。児童労働や強制労

働を利用しません。私たちは、適用法令を守っている限

り、労働組合への参加を妨げられません。

お互いを尊重し個性を大切にする

「インクルージョン」とはどう
いう意味なのでしょうか。「イ
ンクルージョン」と「ダイバー�

シティ」にはどのような違いがあるので
しょうか。

「ダイバーシティ（多様性）」は、
個々人の性格やアイデンティ
ティのあらゆる側面からして、

個々人の違いがある状況を言い表す言葉
ですが、「インクルージョン（包摂性）」は、そ
のようなダイバーシティを大切にし、それを
活かそうとする振る舞いや行動を指す言葉
です。多様性、そしてその多様性を活かそう
とするインクルージョンという姿勢、両者ど
ちらもあることが大切だとテルモでは考え
ています。

A

Q
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安全で快適な職場
安全で快適な職場環境は、私たちが最高の仕事をする

ために欠かせません。私たちは、職場のルールを守り、

仲間と声をかけ合うことで、お互いの安全と健康の確

保に配慮します。

●	安全に仕事を行うための作業手順を定め、忠実に守

ります。危険物質の取扱いや機械装置の操作を行う

ときは十分に注意します。

●	職場を混乱させる行動や、職場の安全、仕事の質を

損なう行動はしません。職場における暴力や脅迫を

許しません。

●	薬物やアルコール、その他中毒性のある物質によっ

て判断力や注意力が低下している状態では仕事をし

ません。会社の公式行事や業務上の会食などで飲酒

が許されることがあっても、適用法令と社内規則を 

守り、仕事のパフォーマンスの低下や、不適切な行

動、他人の安全を脅かす危険性のある行為を行わな

いよう注意します。また、勤務中か否かにかかわら

ず、違法薬物の所持、使用、販売、提供をしません。

お互いを尊重し個性を大切にする
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6
資 産 や
情 報 を 守 る
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会社資産の保護
テルモの資産は、テルモの価値と成長の源です。私たち

は、会社の資産を守り有効に使用します。会社の資産

には、有形資産だけでなく、無形資産も含まれます。

●	会社の資産の紛失、破損、盗難、不正アクセスに十分

に気をつけ、誤った使い方をしません。また、会社の

資産を無駄遣いせず、有効に活用します。

●	会社の資産は、適切な業務上の目的に使用します。

●	適切な承認を得た場合や社内規則で認められた場合

を除き、会社の資産の私的利用はしません。

知的財産
知的財産（特許、商標、著作物など）は、私たちのイノ 

ベーションの価値を守り、テルモが競争で優位に立つこ

とに貢献する最も重要な資産の１つです。私たちは、テ

ルモの知的財産を登録し、権利として行使し、防御する

ことによって、法的に守ります。

私たちは、他社の知的財産権を尊重します。よって私た

ちは、他社の知的財産権を、自らまたは他人を介して、

意図的に侵害しません。

秘密情報の保護
私たちが日々の業務で入手しまたは作成する情報（技

術情報や営業情報など）は、多くの場合、会社の貴重な

資産です。これらの情報には、営業秘密やノウハウのよ

うに法的保護の対象となるものもあります。また私たち

は、ビジネスパートナーから秘密情報を受け取ることが

あります。そのような情報を許可なく使用または開示し

た場合、ビジネスパートナーからの信頼を失うだけでは

なく、法的責任を負う可能性があります。

●	テルモの秘密情報を常に大切に扱い、保護します。

●	他社の秘密情報も大切に取り扱います。

●	秘密情報を適切な事業目的のためだけに利用します。

個人情報の保護
私たちは、患者さん、医療従事者、株主、ビジネスパート

ナー、そしてアソシエイトを含むテルモのステークホルダ

ーの個人情報を収集し、利用することがあります。私た

ちは、プライバシーを尊重し、以下の原則に則って、個人

情報を慎重に収集し、利用し、その保護を図ります。

●	適法性：明確な法的根拠がある場合にだけ個人情報

を収集し利用します。

資産や情報を守る

新しいアソシエイトが私たち
のチームに加わりました。彼
は、前職で得た秘密情報が私

たちの研究プロジェクトにとても役立
つ、と示唆しました。彼に頼んではいな
かったのですが、彼はその情報を私たち
に開示しました。私たちはその情報を研
究に使えるでしょうか？

もしもその情報が他者の秘密
情報であること、および当該ア
ソシエイトによる開示が禁止さ

れていることを私たちが知ったうえで使え
ば、その情報の所有者に対して法的に責任
を負う可能性があります。その情報を利用
する前に、法務・コンプライアンス部門に相
談してください。

A

Q



35Terumo Group Code of Conduct

資産や情報を守る

●	公正性：ステークホルダーに害を与えるような、また

は予測できない方法で、個人情報を収集し利用しま

せん。

●	透明性：個人情報の収集と利用について、ステークホ

ルダーにわかりやすく情報を提供します。

●	目的と最小化：特定された、明らかで正当な目的のた

めだけに、また、そのような目的に関連して必要な限

度で、個人情報を収集し利用します。

●	正確性：保有する個人情報が、正確かつ最新の状態

を保つよう努力します。

●	完全性と機密性：個人情報の紛失、滅失、毀損や、個

人情報への権限のないまたは違法なアクセスを防止

するために、適切な組織的、技術的な対策を講じま

す。

●	保管：個人情報は、必要な期間だけ保存し、その後は

適用法令、社内規則に従って処分します。
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記録
日々の業務で私たちが作成するさまざまな記録（会計、

財務、販売、技術、製造、品質、薬事、人事に関する記録

など）は、テルモの事業上の意思決定のための基本的な

情報であり、事業運営のために重要です。適切な記録を

作成しなければ、株主、投資家、会計監査人、規制当局

を含む多くのステークホルダーからの信頼を失うだけで

はなく、経営に悪影響を及ぼす可能性があります。

よって私たちは、事業に関連する全ての情報を誠実かつ

正確に、適用法令と関連基準に従って記録します。

●	誤解を招く意図、または他人を欺く意図をもって、記

録を不適切に改ざん、偽造、ねつ造、破棄、隠蔽しま

せん。

●	記録の保存に関する社内規則を守ります。

●	会計、税務、規制、品質など、適用法令に基づいた全

ての監査や調査に協力します。

インサイダー取引
私たちは、テルモや他の会社についての重要な非公開

情報に接することがあります。重要な非公開情報は株

価に影響する可能性があるため、それを利用して株式

などの有価証券を売買すること（インサイダー取引）は、

不公正であるだけでなく、多くの国で違法とされていま

す。よって、私たちは、そのような情報を利用してテル

モや他の会社の有価証券を売買せず、他人に売買させ

ません。

「重要な非公開情報」とはど
のような情報を指すのでしょ
うか。

「重要な非公開情報」とは、投資
家が株式などの有価証券を売
買するか否かを判断する際に重

要と考えるであろうあらゆる非公開情報を
指します。そのような情報には、実際の売
上状況や今後の売上見込、買収案件、事業
戦略に関する大幅な変更、その他重要な事
象や変化（経営者の変更や裁判など）が含
まれますが、これらに限られません。

資産や情報を守る

A

Q
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ステークホルダーとの�
コミュニケーション
私たちは、ステークホルダーの信頼を守るために、誠実

で一貫性のあるコミュニケーションを行い、誤解を招か

ないように注意します。

●	財務情報の開示や規制当局への提出書類は、公正、

正確で抜け漏れがなく、理解しやすく、かつ適時にな

され、適用法令と関連基準に従っていなければいけ

ません。

●	許可された場合を除き、テルモを代表した発言はしま

せん。外部（メディア、規制当局、投資家など）からの

問い合わせは速やかに適切な部署に報告し、対応を

依頼します。

ソーシャルメディアの利用
ソーシャルメディアは有用なコミュニケーションツールで

す。しかし不適切に用いると、テルモの信用を損なう可

能性があります。たとえば、不注意なソーシャルメディ

アへの掲載は、 適用法令で認められていないプロモー

ションとなる恐れがあります。このようなリスクを回避

するために、私たちは、個人として利用する場合も含め、

ソーシャルメディアを利用する際には、十分に注意し、

社内規則を守ります。

資産や情報を守る
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7
社会への
責任を果たす
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人権の尊重
私たちは、世界人権宣言など国際的に認められた人権

を理解し尊重します。また、ビジネスパートナーが私た

ちと同様に人権を尊重することを望みます。

地球環境負荷の低減
私たちは、気候変動などの環境に関わる社会課題への

対応のため、事業活動による環境への影響を最小限に

とどめる責任があります。

私たちは、全ての事業活動を通じてカーボンニュートラ

ル実現への取り組みや資源の有効活用、有害化学物質

の排出低減、環境に配慮した製品開発、生物多様性保

全などに関する自主目標を定めます。そして、その自主

目標を継続的に達成し、さらにはその目標を超えるよう

に努力します。また、ビジネスパートナーが地球環境負

荷の低減に取り組むことを望みます。

社会への責任を果たす
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反社会的勢力の排除
反社会的勢力とビジネス上の関係を持つと、テルモが

危険な立場におかれるだけではなく、様々なステーク 

ホルダーを含む社会に悪影響を与えます。また、テルモ

の信用が著しく損なわれます。よって私たちは、反社会

的勢力と密接な関係があると知られている企業、団体、

個人との関係を断固として拒絶します。また、反社会的

勢力との取引や、反社会的勢力に対する資金提供を決

して行いません。

反社会的勢力や、反社会的勢力の名のもとに活動する

団体による、業務の妨害や不当な要求行為に対しては、

決して屈しません。そのような要求は断固として拒絶

し、必要があれば、警察または行政当局に通知のうえ、

民事と刑事の両面において、必要な法的措置を講じ 

ます。

国際的な輸出入管理
私たちは、テルモが製造・販売する製品だけでなく、原

材料や、ソフトウェア、技術データなどの無形物も輸出

入制限の対象となり得ることを理解し、各国の輸出入

関連法令と規制を遵守します。輸出入の問題に対応す

るために社内規則と手続きを守り、必要に応じて適切な

部署に相談します。

社会への責任を果たす

テルモはテルモグループ人権
方針を公表したと聞きました。
テルモグループ人権方針とは

何ですか？

テルモグループ人権方針は、テ
ルモにおける人権尊重の考え方
と責任を示したものです。この方

針には、テルモは、自らの事業活動におい
て、直接または間接的に人権に影響を及ぼ
す可能性があることを理解し、人権に対する
負の影響が生じた場合は、是正に向けて適
切に対処することにより、人権尊重の責任を
果たすよう努めていくことが謳われていま
す。テルモは、アソシエイトに、この方針に基
づいて、事業活動を通じて関わる全てのス
テークホルダーの人権を尊重することを求
めています。また、ビジネスパートナーに、こ
の方針を理解・支持し、人権を尊重すること
を望みます。

A

Q
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適用範囲

この行動規範は、①テルモ株式会社、②その子会社、

③テルモ株式会社の代表取締役社長 CEOとチーフ

リーガルオフィサーが連名で適用範囲に含めると決

定した会社の、全ての取締役、役員、従業員に適用さ

れます。

改定

この行動規範は、必要が生じた場合には、社内規則

に規定される手続きに従って改定します。

違反時の措置

この行動規範に違反した取締役、役員、従業員は、社

内規則などに従って厳正に措置されます。
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